
今週の例会（2024年7月26日）　第3255回　　

知床旅情

今月の歌

知床の岬に はまなすの咲くころ
思い出しておくれ 俺たちのことを
飲んで騒いで 丘にのぼれば
はるかクナシリに 百夜は明ける

■  先週の例会

渡辺  万寿  会長会長の時間

「仕事に愛を込める」

　岡山ノートルダム清心女子大学の学長をしてお

られた渡辺和子先生を※
ラ イ ラ

ＲＹＬＡのセミナーの講
師としてお迎えしたときに聞いた話であります。
　先生は29歳にしてカソリックの信仰の道に入ら
れ、修道女としてアメリカのボストンに渡られたの
でありますが、暑い夏のある日、食堂で約１３０人
位の夕食のために、皿とナイフとフォークをテーブ
ルにセットする仕事をしておられました。その時、先
輩のシスターが渡辺先生に、「シスター、貴女は、
今、何を考えていますか。」とお尋ねになりました。

■ 今後の予定
・ 8 月 9 日 ： 卓話担当　榎本　善夫　会員

■ 今月のロータリーソング
それでこそロータリー

■ 祝　誕生日
なし

■ プログラム
「ガバナー公式訪問」
　 ガバナー　　  野村  壮吾  様（和歌山南RC）
　 ガバナー補佐  久保  忠生  様（和泉RC）

■ 次週のプログラム
   8 月 2 日 ： クラブフォーラム
　　　　　　クラブ奉仕部門各委員長
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渡辺先生が「何も考えていません。」とお答えになり
ますと、その先輩のシスターは厳しい顔になって、
「貴女は、時間を無駄にしています。」と言うのです。 
　渡辺先生はその意味を理解しかねて怪訝な顔
をすると、その先輩がおっしゃいました。「お皿とナ
イフとフォークを並べるのであれば、やがてその席
にお座りになる人のために、何故、心の中で『お幸
せに』と祈りながら並べないのですか。何も考えな
いで、ただ漫然とお皿とナイフとフォークを並べると
いうことは、時間を無駄にしています。」このように
諭されたそうです。
　渡辺先生は、「私は、今まで如何に効率的に仕
事をするか、ということを教えられてきましたが、時
間に愛を込める、仕事に愛を込めるということを、
初めて教わりました。お皿は同じ早さで、同じ姿に
並びます。しかし、目に見えない大切なものが込め
られるか、込められないかによって、世の中は大きく
変わります。それは一つには、私が「お幸せに」と
祈って置いたお皿で召し上がった方は、必ずお幸
せになるという信仰であります。
　ただ、それよりも私にとって大切なことは、私が
救われたということ、つまり私にとって、つまらない
仕事はなくなったということ。お皿並べというつまら
ない仕事、雑用だと思っていた仕事が実はそうで
はない。雑用は、私が仕事を雑にした時に雑用にな
るということを教えられました。だから救われたのは
私です。つまらないと思って皿を置くことと、お幸せ
にと祈って皿を置くことと、外から見た限りは全く同
じに見えます。かかった時間も変わらない。しかし、
仕事の量は同じでも、時間の質が変わっている。こ
のことはその人自身が変わったということでありま
す。」渡辺先生は、このように述懐しておられまし
た。
　渡辺先生の言葉の中でもお皿を並べるという行
為に、目に見えない大切なものが込められるか、込
められないかによって、世の中は大きく変わってい
く、という言葉が、大変大事なことでありまして、
ロータリーの国家観とか、ロータリーの基本的な
考え方と一致する考え方なのであります。行動に愛
を込めるということは、換言すれば、職業を倫理的
に営むべし、倫理的な商売を営むべしということで
あります。

幹事報告                     根尾 玲子　幹事

来週７月２６日（金）はガバナー公式訪問です。
お暑い中、誠に申し訳ございませんが、出来るだけ上
着の着用をお願いしたいと思います。

委員会報告
○本日例会終了後、みやびの間にて、第3回目の親睦
活動委員会を開催しますので、親睦活動委員の皆
様、および関係者の皆様、よろしくお願い致します。

　　　　　　　（細川　嘉則　親睦活動委員長）
○本日例会終了後、くすの木の間で、３委員会合同の
委員会を開きますので、関係者の方々は、よろしく
お願い致します。　

　　　　（西端　政博　国際奉仕部門担当理事）

■ 出席報告 会員数44名　出席免除0名

84.09％

月日 出席率出席数 欠席 補充

7/19 38名 6名 ― 86.36％

7/5 35名 9名 2名

なし

■ ビジター

榎本（7/16 ワールド大阪ロータリーEクラブ）
岡本（7/19 親睦活動委員会）

■ メークアップ

＊ライラ（Rotary Youth Leadership Awards）
（ＲＹＬＡ）ロータリー青少年指導者養成プログ
ラム年齢12歳（日本では高校生）から18歳まで
並びに年齢18歳以上の若い人のためのＲＩ常
設プログラムである。 年齢により二つのグループ
とした目的は、多様なニーズと成長過程に対応
できるようにするためである。 地区内の若い人々
とロータリアンが参加する地区プロジェクトであ
り、若い人々の、指導者及び善良な市民としての
資質を 伸ばすことを目的としている。 通常は、ラ
イラ（ＲＹＬＡ）と略称。



累計
ニコニコ箱合計 ２２,０００円

８２,０００円

■ ニコニコ箱
・泉大津税務署長 家信 晴江様、総務課長補佐 新熊 
大亮様、本日は大変お忙しい所おいで頂き感謝申し
上げます（渡辺）
・家信泉大津税務署長様、新熊総務課長補佐様、よ
うこそお越し下さいました。本日の卓話をどうぞ宜し
くお願いします（根尾）
・家信署長様、新熊総務課長補佐様、本日はよろしく
お願いいたします（中田）
・本日卓話、泉大津税務署長 家信様、よろしくお願い
致します（松内）
・家信署長、本日宜しくお願い致します（藤野）
・委員会欠席のお詫び（深井）
・欠席続きのおわび（高寺）
・早退のおわび（南出）

先週のプログラム デジタル・トランスフォーメーションへの取組

卓話講師
泉大津税務署長
やのぶ
家信　晴江　様

【泉大津税務署長  家信  晴江様の略歴】
　昭和６２年4月採用。
　海外取引法人の調査を担当するほか、キャリアの内、23年間は大阪
国税局調査部に所属し上場企業の特別調査や移転価格調査に携わ
り、特に移転価格税制に関する事前確認審査事務においては、担当調
査官から事前確認審査課長まで各役職を務められたプロパーです。
　平成29年から30年の生野税務署副署長を歴任し、令和6年7月大阪
国税局調査部事前確認審査課長から泉大津税務署長に就任されました。
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顧客管理
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第1　知り合いを広めることによって奉 仕の機会とすること。
第 2　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるも

のと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職
業を高潔なものにすること。

第 3　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および 社会生
活において、日々、奉仕の理念を実践すること。

第 4　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を推進すること。 

ロータリーの目的は、意義ある事業の基盤として奉仕の理想を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある。

四つのテスト

1.  真実かどうか
2.  みんなに公平か
3.  好意と友情を深めるか
4.  みんなのためになるかどうか

＝言動はこれに照らしてから＝

19 20

ロータリーの目的


